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地
域
研
究
者
の
軌
跡

①
生
年
・
出
身
地
…
…
一
九
五
四
年
、
兵
庫
県

②
専
門
分
野
・
地
域
…
…
社
会
経
済
史
・
南
ア
ジ
ア
（
具
体
的
に
は
イ

ン
ド
）

③
学
歴
…
…
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程

④
職
歴
…
…
現
在
の
所
属
先
の
み
（
三
六
歳
、
現
在
ま
で
二
一
年
間
）

⑤
現
地
滞
在
経
験
…
…
イ
ン
ド
（
三
二
歳
、
二
年
間
、
留
学
生
）、
イ
ギ

リ
ス
（
四
三
歳
、
一
年
間
、
客
員
研
究
員
）

⑥
研
究
手
法
…
…
文
献
史
学
的
な
研
究
方
法
を
取
っ
て
い
る
の
で
、

上
記
の
イ
ン
ド
お
よ
び
イ
ギ
リ
ス
に
滞
在
中
も
、
公
文
書
館
な
い

し
は
図
書
館
に
日
参
す
る
こ
と
が
常
だ
っ
た
。

⑦
所
属
学
会
…
…
日
本
南
ア
ジ
ア
学
会
、
社
会
経
済
史
学
会
、
ア
ジ

ア
政
経
学
会

⑧
研
究
上
の
画
期
…
…
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
イ
ン
ド
の
経
済
的
台

頭
、
そ
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
状
況
へ
の
適
応
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

私
の
イ
ン
ド
史
認
識
が
大
き
く
変
わ
っ
た
。
そ
の
後
、「
開
放
体

系
と
し
て
の
イ
ン
ド
亜
大
陸
」
と
い
う
よ
う
な
見
方
を
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。

⑨
推
薦
図
書
…
…
萩
原
延
壽
『
遠
い
崖
―
―
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ

日
記
抄
』（
全
一
四
巻
、
朝
日
文
庫
、
二
〇
〇
七
〜
〇
八
年
）。
ア
ー

ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
の
一
外
交
官
が
幕
末
維
新
期

の
日
本
を
「
地
域
研
究
」
し
た
記
録
。

メ
ッ
セ
ー
ジ

（
地
域
）
研
究
者
に
な
る
こ
と

私
の
専
門
は
経
済
学
だ
が
、
学
部
時
代
は
開
発
経
済
学
に
関
心
が

あ
っ
た
。
大
学
院
に
進
学
し
て
か
ら
経
済
史
を
専
攻
す
る
こ
と
を
選

択
し
、「
低
開
発
」
の
根
源
的
理
由
を
歴
史
の
な
か
に
探
ろ
う
と
考

●

│
南
ア
ジ
ア

学
生
寮
に
国
際
社
会
を
見
る

脇
村
孝
平
（
わ
き
む
ら
・
こ
う
へ
い
）

大
阪
市
立
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
・
教
授
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え
た
。
事
例
研
究
と
し
て
イ
ン
ド
を
対
象
地
域
に
選
び
、
一
九
世
紀

後
半
に
頻
発
し
た
飢
饉
の
研
究
を
開
始
し
た
。
こ
れ
が
私
に
と
っ
て

の
「
地
域
研
究
」
事
始
め
だ
っ
た
。
し
か
し
、
自
ら
の
研
究
を
「
地

域
研
究
」
と
し
て
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
八
〇
年
代

後
半
の
二
年
間
の
イ
ン
ド
留
学
と
い
う
契
機
で
あ
っ
た
。
留
学
中
、

飢
饉
の
研
究
の
た
め
に
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
の
国
立
公
文
書
館
に
通
い
つ

め
た
。
さ
て
、
現
在
の
私
の
研
究
テ
ー
マ
は
英
領
期
イ
ン
ド
の
疾
病

史
・
公
衆
衛
生
史
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
当
初
の
「
飢
饉
」
研
究
か

ら
、
次
第
に
「
疫
病
」
研
究
に
移
行
し
た
結
果
で
あ
る
。
ま
た
、
研

究
の
ス
タ
イ
ル
も
少
し
変
化
し
た
。
狭
い
意
味
で
は
、必
ず
し
も「
地

域
研
究
」
的
で
は
な
く
な
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

第
Ⅰ
部
「
現
場
の
悩
み
三
〇
問
」
を
読
ん
で

先
に
「
狭
い
意
味
で
は
、
必
ず
し
も
『
地
域
研
究
』
的
で
は
な
く

な
っ
て
き
た
」
と
書
い
た
が
、
以
下
に
敷
衍
す
る
。
一
九
九
〇
年
代

中
頃
か
ら
医
学
社
会
史
的
な
領
域
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
同

じ
志
の
東
ア
ジ
ア
（
日
本
、
台
湾
、
韓
国
）
の
研
究
者
と
の
間
に
研

究
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
東

ア
ジ
ア
史
と
の
比
較
の
な
か
で
南
ア
ジ
ア
史
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
グ
ロ
ー
バ

ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
と
い
う
国
際
的
な
研
究
潮
流
に
関
心
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
。
当
初
こ
の
研
究
潮
流
で
は
、
中
国
史
が
問
題
関
心
の

中
心
に
あ
っ
た
が
、
次
第
に
南
ア
ジ
ア
史
も
視
野
の
中
に
入
る
よ
う

に
な
り
、
私
自
身
も
南
ア
ジ
ア
史
を
グ
ロ
ー
バ
ル
な
連
関
の
な
か
で

考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
か
か
る
ア
プ
ロ
ー
チ
も
ま
た
、「
地

域
研
究
」
の
一
類
型
に
加
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

地
域
研
究
の
魅
力
と
可
能
性

「
地
域
研
究
」
と
は
何
か
。
私
は
次
の
よ
う
に
考
え
る
。「
外
部
の

人
間
（exotic

）
が
、
あ
る
社
会
を
で
き
る
限
り
内
在
的
に
理
解
す

る
試
み
で
は
な
い
か
」
と
。
こ
れ
は
、
一
昔
前
の
文
化
人
類
学
の
自

己
規
定
に
近
い
か
も
し
れ
な
い
。
か
か
る
認
識
に
基
づ
き
つ
つ
い
う

と
、
私
の
「
地
域
研
究
」
の
原
点
は
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
の
イ
ン

ド
留
学
に
お
け
る
生
活
経
験
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
生
活
経
験
と
は

い
っ
て
も
デ
リ
ー
大
学
の
学
生
寮
で
暮
ら
し
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
イ

ン
ド
人
学
生
と
の
交
遊
、
そ
し
て
学
生
寮
に
お
け
る
人
間
模
様
の
見

聞
が
、
私
の
イ
ン
ド
社
会
像
の
基
礎
を
形
作
っ
た
。
と
り
わ
け
、「
学

生
寮
と
い
う
社
会
が
ひ
と
つ
の
国
際
社
会
で
あ
っ
た
」
と
い
う
記
憶

が
私
の
中
に
深
く
刻
み
込
ま
れ
た
。
イ
ン
ド
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
か

ら
や
っ
て
き
た
母
語
を
異
に
す
る
学
生
た
ち
が
、
あ
た
か
も
国
際
社

会
の
よ
う
に
し
て
ひ
と
つ
の
世
界
を
形
成
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

先
に
、
研
究
上
の
画
期
と
し
て
「
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
イ
ン
ド
の

経
済
的
台
頭
、
そ
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
状
況
へ
の
適
応
」
と
い
う
こ

と
を
あ
げ
た
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
世
界
に
対
応
で
き
る
文
化
的

遺
伝
子
（
ミ
ー
ム
）
が
イ
ン
ド
社
会
に
深
く
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
こ

と
は
、
こ
の
寮
生
活
の
な
か
で
す
で
に
体
験
し
て
い
た
の
で
あ
る
。




